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１．はじめに 

 矢部川橋梁は，有明海沿岸道路が１級河川矢部

川を渡河する位置に架橋される（図－１）。橋長

は 517ｍ，支間長は 261ｍで，構造形式は 3 径間

連続 PC 斜張橋である 1)・2)。

本稿では，張出し施工中の橋体変形について，

施工前に実施した立体骨組み解析と，施工中の実

橋の計測結果から得られた挙動について報告す

る。なお，本稿の計測データは全て，P2 張出し

施工部にて計測されたものである。

有明海沿岸道路

矢部川

矢部川橋梁

図－１ 橋梁位置図 

２．橋梁概要 

 本橋の橋梁概要を表－１に示す。また，橋梁一

般図，主塔正面図，および主桁断面図を図－２に

示す。

表－１ 橋梁概要 

道路規格 : 第1種　第3級
設計荷重 : B活荷重
構造形式 : PC3径間連続PC斜張橋（1面吊り）
橋 長 : 517.000m
支 間 長 : 126.000＋261.000＋126.000m
有効幅員 : 19.000m
縦断勾配 : +3.5%～-3.5%
横断勾配 : 3.0%～2.0%
平面線形 : R＝1150～A＝500
橋脚形式 : 壁式橋脚

: 橋台；杭基礎
: 主塔基礎；ニューマチックケーソン基礎

地盤種別 : Ⅲ種地盤
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図－２ 矢部川橋梁 橋梁一般図・主塔正面図・主桁断面図 
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３．事前解析 

（１）全体構造解析 

施工を行うに当って，施工中の橋体の挙動を把

握するために，変位の解析を行った。

 上部工の施工手順は，図－３に示すとおりであ

る。1 ブロックの打設長は８ｍで，移動式作業車

の重量は 300ton，張出し施工の回数は，側径間側

で 12 ブロック，中央径間側で 15 ブロックの施工

である。

③主桁張出し施工（ブロック長８ｍ）・側径間部は地上支保工により先行施工

A1 P1 P2 A2

④中央閉合部施工・全斜材張力調整

A1 P1 P2 A2

A1 P1 P2 A2

第1工区 第2工区

①橋脚・主塔分岐部・柱頭部の施工

橋長=517000

1260002000 261000 126000 2000

②主塔頂部施工・移動式作業車組立

A1 P1 P2 A2

図－３ 上部工の施工順序 

本橋の主桁は，平面曲線を有しており，その面

外方向の変位についても把握するため，解析は施

工段階を追った立体骨組み解析を用いた。部材の

ヤング係数などの材料定数は，道路橋示方書・同

解説Ⅲに則って設定した。図－４に解析モデルお

よび，解析結果の一例を示す。なお，面外方向の

変位は，張出し架設中で，最大で 50mm 程度であ

った。

図－４ 立体骨組み解析モデル 

および解析結果の一例 

① 温度影響値解析 3) 

長大斜張橋の場合，温度変化が橋体の挙動に与

える影響が大きい。そこで，事前解析の一環とし

て，温度変化による影響値を事前に算出した。

温度の影響として，以下の 5 項目を考慮した。

・全体温度と設計標準温度（20℃）の差

・床版温度差（上床版と下床版の温度差）

・斜材温度（全体温度と斜材の温度差）

・主塔温度（全体温度と主塔の温度差）

・主塔温度差（主塔の南面と北面の温度差）

 上部工の各施工ステップでの構造系に対して，

上記の単位温度当りの主桁の変形量を算出した。

 図－５に現場で計測された一日の温度変化の

実測値を示す。なお，この計測結果は最高気温

32℃を記録した 2007 年 8 月 24 日のデータであ

る。
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図－５ 一日の温度変化の推移（8月 24 日計測） 
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また，図－６に主桁の最大張出し時（第 12 ブ

ロック施工後）の影響値解析結果を示す。
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図－６ 最大張出し状態での影響値解析結果 

実測の温度計測と，影響値解析の結果，主桁の

変形挙動に与える影響が最も大きいのは，斜材温

度の影響であり，斜材温度が 20℃上昇することに

よって，主桁の最大張出し時では，張出し先端に

て約 50ｍｍの変形が生じる結果となっている。

４．施工時計測 

 施工中の架設状態が正常であることを確認し，

次の施工ステップへ進むことが可能かどうかの

判断を行うために，施工時計測を実施した。

張出し施工時には，自動追尾型トータルステー

ションにより，橋面に設置したターゲットの

X,Y,Z 座標を，2 時間ごとに測定して，主桁の変

形を計測した。

 各計測計器の配置を図－７に示す。

ダミーケーブル　Tc

外気温計　Tair

北側主塔温度計　Tn1

北側主塔温度計　Tn2

南側主塔温度計　Ts1

南側主塔温度計　Ts2

鉄筋応力計

熱電対

傾斜計

ロードセル

プリズム

図－７－１ 計測計器配置図（全体図） 

 

上床版熱電対　Tus1 , Tus2

下床版熱電対　Tls1 , Tls2

図－７－２ 計測計器配置図（断面図） 

計測結果の処理フローを図－８に示す。計測さ

れた温度と，事前に行った温度影響値解析結果よ

り，主桁の変位計測結果を温度補正し，標準温度

での変位を求めて，全体構造解析結果と数値比較

を行った。

補正後データ全体構造解析結果

数値比較

照査検討

により温度補正

橋面高さ・平面位置の計測

(自動追尾トータルステーション)

斜材温度の計測

床版温度差の計測

Tc

主塔南北間温度差の計測
(Ts1+Ts2)/2 - (Tn1+Tn2)/2

全体温度の計測

主塔温度の計測
(Tn1+Tn2+Ts1+Ts2)/4

Tair

(Tus1+Tus2)/2 - (Tls1+Tls2)/2

計測　生データ

影響値解析結果

図－８ 計測結果の処理フロー

５．数値比較の結果および考察 

 図－９に，第５ブロックの斜材緊張による主桁

変形量（温度補正後），および第 12 ブロックを打

設による主桁変形量（同）と，事前解析結果の比

較を示す。
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 また，主桁変形量の実測値と事前解析結果の相

関を図－10に示す。
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図－９ 主桁変形量の実測値と事前解析の比較 
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図－10 実測の変形量と事前解析の相関 

図－９および 10 より，張出し施工初期の，張

出し長が短く変形量が小さい範囲においては，解

析結果と実測値の差異は小さいが，張出し長が長

くなるにつれて，その差異は大きくなり，実測値

は解析値よりも小さくなる傾向があった。

 この原因としては，解析に用いたコンクリート

のヤング係数が材令によらず一定値であるのに

対して，実際のヤング係数は主桁張出しブロック

の材令毎に異なっていること，コンクリートの単

位体積重量の設計値と実際の違いなどが考えら

れる。

６．おわりに 

コンクリート部材は，鋼部材と比較して，その

材料定数のバラツキが大きく，変形量を算出する

際の数値設定が困難である。応力照査などの設計

計算においては，このバラツキは材料係数などの

安全係数として考慮されているが，縦断方向の出

来形を確保する上では，このバラツキの影響は大

きく，特に張出し架設を行う長大 PC 斜張橋にお

いては材料定数の設定に注意を要する。

 本橋のような長大 PC 斜張橋では，事前解析の

結果と，実測の計測結果の差異を，張出し施工の

早い段階で洗い出し，材料定数などの設計値の数

値見直しを行い，その後の上げ越し管理に反映さ

せることが肝要であると考えられる。

 本報告が今後の長大 PC 斜張橋の施工管理の一

助となれば幸いである。
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